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10 月 6 日第 2回日米豪印外相会合 

 
上: 表敬をうける菅総理 

向かって左からジャイシャンカル印外相、茂木外相、 

菅総理、ペイン豪外相、ポンペオ米国務長官 

(於 首相官邸) 

 

下：第 2 回日米豪印外相会合 （於 外務省飯倉公館） 
 

（写真：首相官邸、外務省ホームページより） 

 

    2020 年 10 月号                          題字 一萬田 尚登 第 5代日印協会会長 
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外務省南西アジア課長 菅原 清行 

1. はじめに 

2020年 9月9日、デリーにおいて、鈴木哲駐インド日本国特命全権大使とアジャイ・クマール・インド国防

次官（Dr. Ajay Kumar, Defence 

Secretary, Ministry of Defence）との

間で、「日本国の自衛隊とインド軍隊と

の間における物品又は役務の相互の提

供に関する日本国政府とインド共和国

政府との間の協定」（略称：日・インド

物品役務相互提供協定（日印ACSA））

への署名が行われました。 

 

2. 日印ACSAとは 

そもそも日印ACSAとはどういう協定なのでしょうか。この協定は、自衛隊とインド軍隊との間において、物

品・役務を相互に提供する際の決済手続等の枠組みを定める協定です。この協定により、自衛隊とインド軍隊と

の間で物品・役務の提供を円滑かつ迅速に行うことができるようになり、両者が共に活動に従事する現場でより

緊密な連携が促進されます。たとえば、自衛隊とインド軍隊の双方が参加する訓練やPKO・人道的な国際救援

活動、大規模災害への対処のための活動の際に、食料・水・宿泊・輸送・燃料・通信業務などを、相互に提供す

ることについての決済手続等の枠組みがあらかじめ定められることになります。 

 

3. 交渉開始から署名に至る経緯 

近年、日印間の安全保障・防衛協力の拡大に伴い、自衛隊とインド軍隊との間で、今後いかなる場面でいかな

る物品又は役務の提供が想定されるか等、双方のニーズについて共通認識が確認されてきました。 

こうした機運を受け、2018年 10月にモディ首相が訪日した際の日印首脳会談において、日印ACSAの締結に

向けた交渉を開始することで一致しました。これは、モディ首相が年次相互訪問の一環で訪日し、安倍前総理の

山梨県の別荘に滞在された翌日の日印首脳会談でした。 

その後、両国の政府関係者の間で交渉が続けられ、2019年 11月末、茂木外相と河野防衛相（当時）が訪印し、

ジャイシャンカル外相とシン国防相との間で第1回日印閣僚級「2＋2」を開催した際、日印ACSA交渉の大幅

な進展を歓迎するとともに、早期の交渉妥結への期待を表明するに至りました。 

2020年に入ってからは、新型コロナウィルスなどの影響もありましたが、累次の協議を経て、今般、日印間の

交渉がまとまって署名に至りました。 

 

4. 意義深い日印ACSA署名 

日印の二国間関係は「特別戦略的グローバル・パートナーシップ」にあって、安全保障・経済・経済協力・文

化・人的交流と、幅広い分野で連携を強化してきました。両国は、普遍的価値と戦略的な利益を共有するアジア

の二大民主主義国家である訳ですが、安全保障、特に防衛協力の分野で日印ACSAの署名に至ったことにより、

両国が「自由で開かれたインド太平洋」の実現に向けて一層緊密に連携していくこと、そして、国際社会の平和

及び安全に一層積極的に寄与することが期待されます。  

日本はこれまで、ACSAを米、英、豪、加、仏と結んできており、6カ国目として印との間でも締結に向けて

前進したことになります。今回は日印ACSAの署名ですので、今後、日本政府がこの協定を国会に提出し、国会

において承認された暁には、この協定の所定の手続に従って日印ACSAが発効することになります。 

1. 日・インド物品役務相互提供協定（日印 ACSA） 
の署名について 

Signing of the Agreement Between the Government of Japan and the Government 

of the Republic of India Concerning Reciprocal Provision of Supplies and Services 

Between the Self-Defense Forces of Japan and the Indian Armed Forces 

鈴木哲駐インド日本国特命全権大使（右）と 
アジャイ・クマール・インド国防次官（左） 
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野生司香雪画伯顕彰会会員、日印協会参与 宮原 豊 

 

香川県で野生司香雪画伯展覧会 

新型コロナ・ウィルス禍の中、2020年 9月上旬に香川県ミュージアムで「野生司香雪とサールナートの仏伝

壁画展」が開催されました。主催：野生司香雪画伯顕彰会、後援：インド大使館、香川県、高松市、香川県美術

家協会、香川県写真家協会、高松市文化協会、日印協会、中村元東方研究所、仏教伝道協会、文化財保護・芸術

研究助成財団、淑徳学園、武蔵野大学、特別協力：大本山永平寺、協力：トラベルサライ、彩色設計、ディスカ

バーインディアクラブ（DIC）と幅広い方々から支援をいただきました。 

展覧会場の壁を飾る「釈尊一代記」の下図はインド・サールナートの初転法輪寺（Mulagandha Kuty Vihara：

ムーラガンダ・クティ―・ビハラ）の本堂を再現するかのようでした。下図と言っても原寸大で実物同様の彩色

を施した本格的なものです。初転法輪寺はインドにおける仏跡再建と世界宗教として仏教再興に尽力したダルマ

パーラによって設立され、ダルマパーラはその本堂に仏伝壁画を掲げるために日本人画家を招聘しました。 

この下図は、足掛け5年の歳月を費やして壁画を完成させた野生司香雪画伯が、昭和11年（1936年）11月帰

国時にインドから持ち帰ったものです。昭和15年（1940年）から香雪は長野・善光寺雲上殿（納骨堂）の壁画

制作に携わっていたために東京大空襲での焼失を免れました。雲上殿からさほど遠くない曹洞宗昌禅寺住職の仲

立ちで福井県・大本山永平寺に献納された下図は丁寧に表装され蔵置されました。

今回は永平寺所蔵の下図24面のうち、13面が展示されましたが、これら下図を含

めて60数点の作品を揃えた大規模な香雪の作品展開催は初めてです。 

9月 1日の展覧会開会式に出席されたインド大使館ラージ・クマール・スリヴァ

スタヴァ首席公使がフォーラム冒頭で挨拶され、またヴィヴェーカナンダ文化セン

ター（VCC）館長のシッダルト・シン博士（大使館広報部）は「日印文化的連携と

インドの主要な仏教巡礼地」について講演されました。日本にはインド由来の神様

がたくさんおられます。例えば

七福神の四神がインド由来です

が、金毘羅（コンピラ）もイン

ド由来であることから、野生司

香雪の出生地・香川県が古くか

らインドと深い縁で結ばれてい

たことが分かります。金毘羅の

語源のクンピーラはガンジス川に住む鰐を神格化した神様で、ガンジス川を司る女神ガンガーの乗り物であると

いう説話があるそうです。日本では金毘羅大権現は全国各地の港の見える山の上に神社が祀られ、海上交通の守

り神とされてきました。 

2. サールナート（鹿野苑）に 
日本人画家を招いたダルマパーラ 

Dharmapala who invited a Japanese Artist to Sarnath 

インド大使館 
スリヴァスタヴァ首席公使 

「釈尊一代記」の下図の前で            「野生司香雪とサールナートの仏伝壁画展」会場 

フォーラムの講師、左よりさくら市荒井寛方記念館 大木氏、VCC館長シン博士、溝渕氏 
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仏跡再建と仏教再興に尽くしたダルマパーラとは 

日印協會會報第1号（1909年発行）には協會初期の会員名簿が掲載されています。大隈重信、渋沢栄一、副

島八十六という協會発足時の幹部や財界人等139名の会員の中に、タータ（ボンベイ）等のインド人数名が掲載

されていますが、そこにダルマパーラ（カルカッタ）の名もあります。日印協會発足（1903年）を遡ること14

年前の1889年に、ダルマパーラが初来日した時に、後に日印協會の会計監督（役員）となる高楠順次郎博士と

知遇を得ていますが、ここでは日印協會と深い関係を築いたダルマパーラとはどのような人物なのか、明治中後

期に日本や日本人との交流がどのように始まったのかを概観します。 

 

ダルマパーラの生年は1864年ですが、その当時大英帝国の支配下でセイロン（ス

リランカ）ではシンハラ族の人々は伝統的な仏教を蔑ろにし、母語シンハラ語を話す

ことを嫌い、子供たちをミッション・スクールに通わせることを自慢していました。

ダルマパーラの両親も長男にDon Davidと名付け、5歳の時にミッション・スクール

に入学させました。Don Davidは利発で勉学に励む優秀な生徒でしたが、そんな時に

キリスト教徒と仏教徒との衝突があったのを境に彼はミッション・スクールに通うこ

とを止め、パーリー語と仏教を学び始めました。そして仏教に関する深い知識を得て、

仏教以外に普遍的福祉を実現することはできないと確信し、反キリスト教・反大英帝

国の聖戦を始めました。父親のこだわりに従い、1884年に一旦は植民地政府の教育省

に勤務しましたが、直ぐに職を辞し、名前をアナガーリカ・ダルマパーラ（Anagarika 

Dharmapala）に変えました。 

アナガーリカ・ダルマパーラの名前の秘密について説明します。An とAgarika ですが、An は「否定」を

意味し、Agarika は家持ち（家長、世帯主）を意味するので、「家がない人」。同様に、DharmapalaはDharma

とPalaの二つの語からなり、Dharma（真実）はゴウタマ・ブッダの教えのこと、Palaは保護者、救済者の意

味なので、アナガ―リカ・ダルマパーラは「家を棄て仏陀の教えを守る人」ということになります。 

ダルマパーラはオルコット協会で神智学に惹かれ、1883年にはマドラス（インド・タミールナド州チェンナイ）

を旅行、1889年に日本を訪問しました。神智学協会はキリスト教に圧迫されるスリランカ仏教の復興を支援して

大きな成果を上げおり、会長H.S.オルコット大佐の名声は日本にまで届いてきました。同じくキリスト教徒の攻

勢に危機感を抱く日本仏教界の平井金三等がオルコット会長を日本に招聘、ダルマパーラも初来日しました。パ

ーリー語で「三帰依五戒」を唱える白人仏教徒に京都・知恩院の満場の観衆は度肝を抜かれたそうですが、神智

学協会の演説会は全国33都市で合計76回開催されました。その時に日本で南伝（小乗）仏教と北伝（大乗）仏

教の本格的な交流が始まったのだそうです。 

ダルマパーラは寒さのために体調を崩し長く病床に伏しましたが、若き日本人仏教徒・高楠順次郎が熱心に看

病し、二人は終生変わらぬ友となりました。ダルマパーラ25歳、高楠23歳の時です。翌年1890年にマドラス

で開催された神智学会に参加したダルマパーラは、インドで仏教復興の仕事

をスタートさせました。その後のダルマパーラの活動は実に精力的なもので

す。 

1891年 1月20日に、2人の日本人（釈興然と徳沢智恵蔵）とともにバラ

ナシを経てインド巡礼の最初の訪問地サールナート（鹿野苑：仏陀が初めて

説教した場所）に到着。サールナートは荒れ果て、ダルマラージカ・ストー

パは消滅しており、ダメーク・ストーパも破損が進んでいました。22日に、

仏陀が悟りを開いた地ブッダガヤの荒廃を見て涙し、ブッダガヤ再興を胸に

秘めてスリランカに戻ります。同年5月にインドにおける仏跡再建と仏教再

興を期して大菩提会（Maha Bodhi Society）を設立、同年8月大菩提会の名目でカルカッタに小さな土地を取得

し、大菩提会の本部を設置しました。 

 

ダルマパーラが日本人画家に壁画揮毫を要請するまで 

二度目の訪日は1893年、米国シカゴで開催された世界宗教会議の帰路、ハワイを訪問後に来日しました。仏

教界を代表して参加した世界宗教会議におけるダルマパーラの講演は大成功を収め、ハワイでも大歓迎を受け、

ダルマパーラ 
（インド大菩提会 

パンフレットより） 

鹿野苑・ダメーク・ストーパ 
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そこで終生ダルマパーラを財政支援することになるメアリー・エリザベス・フォスター夫人に出会います。ハワ

イ王朝の血を引くフォスター夫人は仏教に帰依、ホノルルのフォスター植物園には今も夫人が植樹した菩提樹が

あります。日本ではダルマパーラ持参のブッダガヤの石仏が東京芝の天徳寺で展示され衆目を集めました。 

三度目は、1902年4月ですが、この時に平井金三ならびに桜井義肇（いずれも日印協會評議員）とともに日

印協會設立に尽力し、日本とインドとの関係促進の一助を担うこととなりました。

これが前述の日印協會會報第1号の会員名簿の中にダルマパーラの名前が掲載され

ている理由です。そして四度目の訪日は1913年ですが、二回目、三回目の訪日時

に比べるとその時ダルマパーラは冷遇されたと言われています。日本の仏教界は明

治後期の革新的な仏教運動が廃れ、ダルマパーラの受け皿が無くなっていたのだそ

うです。それでも、ダルマパーラは日本各地で、欧米の排日の風潮を批判し、日本

称賛の姿勢を示し続けたと言われます。 

1904年以降、サールナートを拠点に、ダルマパーラは米国（4回）、ヨーロッパ

（英国、スイス、フランス、イタリア、ドイツ）、日本、ビルマ、タイ、シンガポー

ル、ジャワ、中国、満州、韓国等々の世界各国に旅行し、仏教のメッセージを伝え

ました。インドにおいては、カルカッタやサールナートだけでなく、ブッダの足跡

のあるブッダガヤ、クシーナガル、ルンビニ等を何回も訪ね、他にはカシミールに

も足を伸ばしています。以下に 1906年以降のダルマパーラの活動を年代順に紹介

します。 

 

1906年 サールナートに、後に初転法輪寺（ムーラガンダ―・クティ・ビハラ)を建設することになる土地

を購入。 

1914年 自由主義を押さえようとする植民地政府の圧力により、ダルマパーラはカルカッタに5年間監禁さ

れた。 

1920年 インド遺跡発掘調査団が設立され、各地（アンドラ・プラデシュのナガルジュナ・コンダや西パキ

スタンのタキシ―ラ等）で仏教遺跡が発掘され、ダルマパーラは遺跡の保存をインド政府に願い出

る。大菩提会が遺跡と発掘した遺物を保管するために適切な僧院を建設することを条件に許可され

た。 

1921年 無料小学校Maha Bodhi Punya Pathashala Primary Schoolを設立。学校は後に、Maha Bodhi 

Inter- College, Maha Bodhi J.T.C.技術大学、サールナート・ダルマパーラ大学に発展。 

1922年 ウッタル・プラデシュ州知事は初転法輪寺（ムーラガンダ・クティ―・ビハラ）の建設を認めるが、

インド政府はダメーク・ストーパに近接しすぎていることを理由に建設は許可されず延期された。 

1923年 ハワイのフォスター夫人の寄付金の管理など大菩提会の運営体制を整える。 

1925年 仏教に入門する若者を育成する学校8か所を設立。病気治療のためにスイス訪問、その後4回目の

訪米。 

1926年 大菩提会（ロンドン）を設立。British Buddhist紙を発行。ブッダガヤに宿舎を建設。 

1926年 遺跡発掘調査団の総責任者が当該の場所に寺院建設することを認める。フォスター夫人の支援やイ

ンド政府の補助、ダルマパーラ自身が出資、10年以内の建設を目指して工事を開始。 

1930年 大菩提会（アメリカ）を設立。American Buddhist紙を発行。12月22日、フォスター夫人が死去。

フォスター夫人の寄贈した基金を元にダルマパーラ基金を設立。 

1931年 7月 12日、ダルマパーラは得度し仏僧（沙弥）となる。 

1931年 

 

11月 11日、初転法輪寺（ムーラガンダ・クティ―・ビハラ）が完成。インド政府遺跡発掘総責任

者はブッダの聖なる遺物を大菩提会に寄贈した。落成式典には世界の仏教国から5万人以上の人々

が集まり、後に首相となるジャワハルラール・ネルー夫妻も参列した。ダルマパーラは車椅子に座

って式典に参列した。 

ダルマパーラは日印協會（カルカッタ日本商品館）を通し日本政府に「釈尊一代記」の壁画揮毫の

ために日本人画家の派遣を要請。 

 

R・タゴールと野生司香雪 
コルカタ日本倶楽部にて日本か

ら寄贈された梵鐘の前で 
（野生司香雪画伯顕彰会提供） 
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野生司香雪とダルマパーラ 

要請を受けた文部省は、仏教学者の高楠順次郎博士等と協議し、渡印経験もあり仏教美術に通じ、また日印協

會とも縁の深い桐谷洗鱗画伯が選ばれました。ところが桐谷は渡印前の1932年（昭和7年）7月に急逝、東京

美術学校ならびにインド・アジャンタの石窟壁画模写などで桐谷とも縁のあった野生司香雪が後任として選ばれ

て急遽インドに赴くこととなりました。この辺りの経緯については、日印協會會報の「會務報告」に記録されて

おります。 

野生司香雪は桐谷の助手であった河合志宏と通訳として長男・野生司義章（一高1年生）を伴い、1932年 11

月 25日カルカッタに到着しました。カルカッタで香雪は詩聖ラビンドラナート・タゴールを訪問、また旧知の

ムクル・デー（当時カルカッタ官立美術学校校長）にも協力要請、日本領事主催のカルカッタ日本倶楽部での歓

迎会の後12月 20日にサールナート入りしました。 

1933年 1月16日に、Bhikshu(比丘) Siri Devamitta Dharmapala（仏僧ダルマパーラ）は初転法輪寺で具足

戒を受け出家。この時にダルマパーラは香雪揮毫の「降魔成道」

の図を見て、これがアジャンタ壁画に匹敵する規模で、また描か

れた絵の素晴らしさを称賛したと言います。4か月後の4月 29

日ダルマパーラは69歳で逝去しましたが、後年になって香雪は

ダルマパーラにせめて「降魔成道」だけでも見てもらえてよかっ

たと述懐しています。 

半年間の約束で渡印した香雪ですが、湿気のために雨期は作業

が出来ないことなどから完成まで更に2年以上必要であると大菩

提会に申し入れたものの、期間延長に対する費用負担の約束のな

いまま、香雪は自ら描いた作品の展示販売会を開催して画材や生

活費を稼ぎながら（後に日印協會は日本政府と交渉し追加補助金

を出した）、足掛け５年の歳月をかけて1936年 4月に本堂3面の

合計の長さ44メートル、高さ 4.4メートルの壁画を完成させました。5月末に盛大な壁画完成開眼供養式典が開

催され、そこでバラナシ市民からの感謝状をもらいました。9月に帰国の途に就き、シンガポールを経て、アン

コールワットを視察した後に、11月 30日東京駅頭で香雪は歓呼の渦に迎えられました。その後に、日印協會や

関係団体による歓迎会、日本美術院主催の帰国歓迎会等が開催されました。 

香雪は戦中戦後にかけて善光寺雲上殿（納骨堂）の壁画制作に取り組み、インドの聖牛である白牛の日本への

招致など日印交流にも関り、冠雪する信州の山々にヒマラヤを思い起こしつつ仏画を描きながら、昭和48年に

88歳で亡くなるまで北信州の山ノ内町渋温泉に住みました。 

 

日本を救ったスリランカのジャヤワルダナ大統領 

さて、話は変わりますが、敗戦後の東京裁判でインド人パール判事がただ一人「日本無罪論」を展開されたこ

とは比較的よく知られているのに対して、1952年に日本が国際社会に復帰する前年の9月 6日にサンフランシ

スコ講和会議の場で「日本を救った」と言われる演説をしたセイロン（今のスリランカ）代表のジュニウス・リ

チャード・ジャヤワルダナ大蔵大臣（当時）の名前を知っている人は少なくなっています。最近のアンケート調

査では98％の日本人が知らなかったと言っていま

す。 

講和会議は敗戦国・日本の独立を認めるかどう

かを決する正念場でしたが、米国を中心とする講

和条約案に対し、ソ連は日本独立を制限する対案

を提出し、中国共産党の出席を求めるなど講和会

議は紛糾していました。そのような中を、ジャヤ

ワルダナは「日本は自由であるべき、占領を解い

て直ちに独立を回復させるべき」とし、「憎悪は憎

悪によって消え去るものではなく、ただ慈愛によ

ってのみ消え去るのである」と仏陀の言葉を引用しつつ、アジアにおける日本の尊厳ある立場を述べた上で、日

22歳のJRジャヤワルダナ。講和会議で彼が演説しているところ 
（JR Jayewardena Centreより） 

「降魔成道」の図 
（写真家・丸山勇氏提供） 
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本に対する賠償請求権を放棄することを言明しました。その時会場はしばらく静まり返った後に大喝采が続き、

結果として数ヶ国を除き49か国が講和条約に署名し、日本はついに国際社会に復帰したのでした。ソ連の思惑

は日本の分割統治であったと言われています。 

後に第2代スリランカ大統領となるジャヤワルダナは、同じスリランカ人のダルマパーラが日本の仏教界・仏

教徒と深い絆で結ばれていたことをよく承知しており、またジャヤワルダナ自身の経験からも日本や日本人が一

方的に裁かれるべき罪人であるはずはないと認識していたことによります。日本人であるならばスリランカのジ

ャヤワルダナ大統領に対する感謝の念を忘れることが出来ません。日本は明治以降の仏教文化を底流としてイン

ド、スリランカ、他のアジアの人々と相互理解を深めましたが、野生司香雪もそこに連なり、「釈尊一代記」の壁

画として結実しているのです。 

ダルマパーラの活動を支えた仏僧の一人は、インド共和国の初代法務大臣アンベードカル博士に「仏陀の教え

（ダンマ）」を説いた方ですから、ダルマパーラは現代インドの仏教界に今も大きな足跡を残しています。そのイ

ンド仏教界は佐々井秀嶺師により導かれております。昨今インドは世界の様々な分野で存在感を増し、まさに大

国として羽ばたこうとしていますが、2500年前にインドで興った仏教の世界宗教としての普遍性は、世界で活躍

するインド人にとってさらに大きな意味を持つものになると考えられます。 

 

 

 DIC事務局長 大井淑代 個人会員 

 

ディスカバー インディア クラブ（略称：DIC）とは 

DICは 2013年 7月 13日に第 1回総会を横浜で開催し設立された小さな文化交流団体です。 当時、日印協会

理事で居られた鹿子木謙吉さんと横浜インド文化交流会代表の金子延康さんが発起人となり、日本とインドの草

の根交流を、文化活動を通して深めるべく、公務、研究、

教職、旅行業等を通してインドと深く関係のある方々が

呼ばれました。筆者自身は、日印協会の事務所が未だ八

重洲にあった頃、勤務先が目と鼻の先で、事務所に時々

出没（会員資格も無いのに）しては、次回旅先のインド

の貴重な情報（当時はインターネット普及前）を、ジャ

ンルを問わず集めておりましたので、広く浅く長くイン

ドに関わっている変り者として呼ばれたのではないかと

思います。 

DICの活動スタイル 

事務所が無い クラブ発足当初は、横浜の市民活動センターや日曜日の午後、閑散としたオフィス街の喫茶店や

居酒屋で会合を開いていましたが、拠点としていた頼みのビルが取り壊されることになり、いよいよさすらいの

運命かと思いきや、女神様のような有難いレストラン・オーナーが現れ、日曜午後の厨房の休憩時間を貸切りで

使えることになり、現在に至っています。 

月 1回の会合 浜松町のインド料理店・マサラキッチンを第2日曜日の午後覗いてみてください。役員はもとよ

り熱心な一般会員、飛び入りのゲストも交え、熱い議論が交わされています。月1回の貴重な集まりは、執行委

員会、文化講演会、インド料理を囲んでの交流会と盛りだくさんで、毎回5時間超の大会議です。（このコロナ

禍では、三密の極みのような会合は開けず、残念ながらオンライン会議でしのいでいます。）DICの facebookに

飲食の場面がやたらと多くアップされている理由がお分かり頂けると思います。人と人が出合い、情報やアイデ

アが飛び交うこの交流会がDICの活動の最大の原動力になっています。 

 

3. 小さな文化交流団体  
ディスカバー インディア クラブ 

DIC: Discover India Club, a Tiny Cultural Crossing Organization 

2018年9月、5周年記念フォーラム 
（インド大使館VCCホール） 
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乏しい財力 発足以来の登録会員数は100人を超えていますが、ご想像通り、実際に熱心に活動しているのは

30人程度です。インドに興味のある方に広く門戸を開こうと、入会のハードルを低くし、年会費を安く設定して

います。したがって財力の乏しい、DICの活動はもっぱら「頭を使い、手と足を動かし、空間をワープする」会

員の役務（働き）で結果を出すことになります。 

豊かな人材 事務所も財力も無いのですが、初代・金子延康事務局長と金子雅也さんの IT能力の高さにより発

足当初から連絡はメール、情報発信は facebook、文書保管は電子ファイル、今や会議もオンラインです。裏方も

その道のスペシャリスト、経理の山田葉子さん、翻訳のファタクさん、正確な情報発信のインド駐在経験者・久

保智史さん、訪日インド人お任せアテンドの佐藤明美さんが支えています。 

ゆるい連携 DIC単体の活動では、なかなか実現できないような企画も、インド大使館、日印協会、育桜会、Friends 

Of All（グジャラート州）、Asian Confluence（メガラヤ州）など、国内外の公的機関から草の根団体まで緩やか

で幅広いネットワークを通して支えられ、実現して来ました。また、もはや『伝統』となった、代々木公園のナ

マステ・インディアや、山下公園のディワリ・横浜に参加することで、不特定多数の方々と交流し、新しい知見・

繋がりを得ることも大切だと考えています。 

 

DICの様々な活動 

実際の活動のほんの一部ですが以下お伝えします。 

＜タゴールと横浜＞ 

横浜でDICが設立されたこと、2011年のタゴール生誕150年記念会の活

動を経験したメンバーが当DICにも居ることより、特に横浜・三渓園でのタ

ゴール関連催事には様々な形で関わってきました。その中でも、2015年にワ

ドワ・駐日インド大使を三渓園にお招きし、タゴールが1916年初来日の際、

3ヶ月近く逗留し親しんだ庭園や建物をご案内し、午餐会を原三渓ゆかりの

古民家で持てたことは、外交官を引退されたワドワ夫人がその後もインドで、

日本との文化交流活動に携わっておられることを思うと、意義深い活動だっ

たと思います。2019年には、民間人・故鈴木勲氏が昭和19年に結核療養中に翻訳したタゴールの著作「SADHANA

～生の悟り～」の遺作原稿をご遺族から預かりDICのホームページ上で公開するとともに、（財）大倉精神文化

研究所へオリジナル原稿を納めさせて頂きました。2020年は、日本各地で上映中の映画「タゴール・ソングス」

の佐々木美佳監督の講演会を2月に開催、facebookで応援させて頂いております。 

 

＜ガンディー生誕祭（Gandhi Jayanti）…の裏話＞ 

毎年10月 2日にインド大使館で開催されるGandhi Jayantiでは、2015年以来、DICのラビンダー・マリク

会長がスピーチをしてきました。マリク会長は、インド独立前の現在のパキスタンで生まれた後、親戚を頼って

ニューデリーに難民として来たこと、通学路上にあった

ビルラハウスでガンディーが暗殺された日のこと、国連

職員としてインドネシアと日本で30年近く働いたこと

等を、DICメンバーに語ってくれます。（詳細はホーム

ページの西尾留美子さんによるインタビューをご覧くだ

さい。） 

2019年は、「ガンディー生誕150年にあたるため、内

容をより充実させたい」とのインド大使館・DIC双方の

思いから、年初2月から準備に入りました。講演者2名

は、立教大学の竹中千春先生に加え、グジャラートで研鑽を積んでいるカタック舞踏家・堤菜穂さんの紹介によ

り、留学中の記事が2016年4月の朝日新聞に載り多くの会員が覚えていた栗原香織さんに決定。彼女はガンデ

ィーが設立した大学Gujarat Vidyapithに 7年間在学し博士号を取得、ガンディーの秘書Mahadev Desai氏の

息子として幼少期をガンディーと共にアシュラムで過ごしたNarayan Desai氏を師と仰ぎ、真綿から糸を紡ぐ

試験に象徴されるように、行動や実践が重んじられた学究生活だったことを話して頂きました。講演者が2人と

も現役バリバリの女性となったことに、企画した私達はこっそりニンマリしました。 

2015年11月 ワドワ駐日インド大使と
（三渓園） 

2019年10月2日ガンディー生誕150年祭 
（インド大使館VCCホール） 
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プログラム最後は、ガンディーが自らの行動指針として愛唱したバジャン「Vaishnav Jan To」をDIC会員が

合唱しました。歌詞は15世紀のグジャラートの詩人Narsinh Mehtaよるグジャラート古語のため、グジャラー

ティーの判る栗原香織さん、篠田アンジャナさん、川根友さんの協力を得て日本語訳を行いました。意味をよく

理解した上で、練習を7月から 3ヶ月間行いましたが、一拍目がいきなり休止という難題や基準とする音源が定

まらず楽譜もないまま、迷走し先が見えない状態に陥ってしまいました。しかし強運のDICには必ず救い主が現

れるもので、途中から加わったタブラ奏者の石田紫織さんが、素人集団の私達にも理解できるようにと旋律を楽

譜に落とし込み、歌詞をあてはめ、スパルタ指導してくださった結果、無事、本番で披露することができました。

全世界の音楽家が歌う「Vaishnav Jan To」のダイジェスト版（インド外務省作成－ちなみに最初と最後は日本

の映像）は、こちらで視聴できます。https://www.youtube.com/watch?v=DEXlPH0Y-BI 

 

＜こんにちはJAPAN＞ 

マルカスさんの尽力により、2017年から毎年11月のデリーで開催されるように

なった日本を紹介するイベントです。（今年はコロナ禍でオンライン開催を検討中で

す。）今ではDICの姉妹クラブ、デリーのKonnichiwa Japan Clubが主催、現地

の田澤友貴さんも加わり、日本から会員が応援に行っています。インドの方の名前

を漢字で墨筆するブース、映画の主題歌が変わる度に大歓声が湧き上がる関本あや

こさん率いるChakrikaのボリウッド・ダンスは、毎年、学生を中心に大人気です。

金子雅也さんがインドで底辺拡大に東奔西走された「コスプレ」プレイヤーも登場

します。（毎年名古屋で開催されている世界コスプレサミットにインド代表は2016

年から参加しています。）なお、こんにちはJAPANに合わせて、2017年はグジャ

ラート州、2019年はメガラヤ州を訪問する旅行も実施しました。  

 

＜グジャラート州・メガラヤ州の団体との連携＞ 

川根友さんが様々なボランティア活動を展開しているFriends Of All（グジャラート州アーメダバード市）と

は、活動資金の協力、2017年の現地応援ツアー・ホームステイといった形で連携してきました。今年は全国のイ

ンド料理店有志の皆様のクラウドファンディングMASALA AID INDIAの現地支援先の 1つにFriends Of All

が選ばれましたので、DICも facebook等で微力ながら応援しました。一方、佐藤勉さんが役員を務めるAsian 

Confluenceはメガラヤ州シロン市を本拠地とする文化団体です。インド北東部は東南アジアとインド亜大陸を結

ぶ回廊上に位置するため最近注目されていますが、様々な要因で情報量が少ないのが現状です。（月刊インド2019

年 9月号の特集記事、熟読いたしました！）。DICでは 2017年から北東インドについて少しずつ理解を深め、昨

2019年 11月にNPO法人・育桜会様のご協力と、Asian Confluenceとの連携により、メガラヤ州で日印両国の

友好の証として桜の苗木の植樹祭を実施しました。ワドワ元駐日インド大使、安藤駐印次席公使にもご列席頂き、

DICからは、現地との調整をした佐藤勉さん、育桜会との調整にあたった小林恭子さん、筆者が参加しました。

メガラヤ州のさくらは毎年11月に満開となりますが、日本の桜が春先に満開となることを期待し、引き続き現

地と交流を重ねていく所存です。 

 

＜江戸川人生総合大学OB・OGの大活躍＞ 

月刊インド2020年2・3月合併号に掲載された「西葛西インド人コミュニティの成り立ち」にありますように、

東京都江戸川区には国内有数のインド人コミュニティがあります。その江戸川区にある定年・子育て終了後世代

を対象にした江戸川人生総合大学・国際コミュニティ学科を卒業された方がDICに加わり大活躍されています。

2018年のDIC 5周年記念フォーラムでは三浦七重さん、土岐光子さん等OGの方が江戸川ダンサーズとしてイ

ンド大使館のステージでボリウッド・ダンスを披露。佐藤宏光さんは、インド料理に欠かせないメティ（フェネ

グリーク）の地元栽培を推進、また北海道日高地方の競走馬産業を支えるインド人コミュニティとの連携も模索

中。詩吟をマリク会長（詩吟6段）に教えられた佐藤房代さんは詩吟以外でも様々な日本文化の師範格として、

インド訪問時に大活躍。DICの月1回の定例会合では、最後に詩吟タイムがあり、季節や時節にあった詩を1つ

学び、みんなで歌うことが慣例となっています。 

 

2018年11月  
コスプレイヤー参上 
（こんにちはJAPANで） 

 

https://www.youtube.com/watch?v=DEXlPH0Y-BI
https://www.youtube.com/watch?v=DEXlPH0Y-BI
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＜野生司香雪・サールナート仏伝壁画保全事業＞ 

月刊インド2017年 9月号に掲載された日印協会の第41回『様々なインド』講演会で溝渕茂樹先生の話を伺っ

たことが、この保全事業の胎動を知るきっかけとなりました。昨2019年10月 31日のフォーラム『野生司香雪

とサールナートの仏伝壁画』を東京のインド大使館で開催する際は、香雪の出身地、高松市が本拠地の主催者「野

生司香雪画伯顕彰会」を、DICは共催者として支援させて頂きました。明治以降の日印芸術家交流の第1幕の登

場人物は、タゴール、岡倉天心、横山大観、下村観山、荒井寛方等、比較的知名度が高いのですが、その後日談

ともいうべき第2幕については、野生司香雪、ムクール・デー等の人物名はおろか交流の成果すら戦争の荒波の

中ですっかり忘れ去られてしまいました。仏教伝来以来、恩恵を受け続けて来た日本が、初めて仏教発祥の地に

報いることができたのが香雪の仏伝壁画揮毫であるとの思いから、DICも、この壁画の意義と現在進行中のサー

ルナートでの壁画保全事業の周知に微力ながら協力しています。2020年9月 1日から6日まで香川県立ミュー

ジアムで開催された、『野生司香雪とサールナートの仏伝壁画展』にパネル展示や、DICのロゴを作成した浅野

哲哉さんによる紹介動画で協力するとともに、2021年の事業に向けて関係者のみなさまとともに知恵を圧搾中で

す。（乞うご期待！） 

 

最後にもう一度、DICとは 

インド・日本・会員ひとりひとりを豊かにする、繋がり作りの「土台・礎石・基壇」です。会員それぞれが日

印交流のため必要なこと、できることを考え、課題を「この

指とまれ方式」で自由に提案する、そんな団体です。それは

ちょうど、「ひとりで熟考し、少数の同志で温め育て、多くの

人を巻き込んでいく」、ガンディーの実践方法にも重なります。

会員の大半は中年世代、仕事、家庭、健康に少なからず悩み

をかかえ、大活躍後しばし冬眠、そろりと出て来る方もいま

す。ご自分には課題も特技も何も無いと思っている方、「聴く

だけ見るだけ言うだけ」の重要な役割もあることをお忘れな

く、ご一考ください。 

 

DICのホームページ：http://www.discoverindiaclub.org/ 

DICの facebook: https://www.facebook.com/DiscoverIndiaClub/ 

 

おおい・すみよ 1981年早稲田大学法学部卒業・日本火災海上保険㈱入社 1988年 円高に唆され初訪印・同年インド祭に

感化される。1999年ナマステ・インディアでインド往復券に当たる 2011年タゴール生誕150年記念会参加 2013年DIC

参加 2014年日本興亜損害保険㈱退社 2020年DIC事務局長 

  

2016年6月国際ヨガデー 
毎年全国のYOGAMUDRA他、ヨガ愛好者の皆さんとお祝い 

(新潟県スポーツ公園) 

http://www.discoverindiaclub.org/
https://www.facebook.com/DiscoverIndiaClub/
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1 内政 

【連邦政府/連邦議会】 

9月 14日：モディ首相は、モンスーン国会開会前の記者会見において、新型コロナウイルスの影響が残る中での

国会召集に同意した国会議員らを称賛するとともに、中印国境問題に関しては、今会期で重要議題が取り上げら

れ、国境付近に配置された勇敢なインド軍兵士を国全体が支援しているというメッセージを発信する内容となる

ことを希望すると述べた。 

両院議会においてモンスーン国会が開会した。新型コロナウイルスの影響を受け、両議院は4時間ずつ交代での

開会となり、各省庁の施策等に係る質問時間を撤廃、緊急案件に係る討議時間を従来の1時間から30分に削減

して実施される。 

上院議会副議長ポストが空席となっていることを受け、ハリヴァンシュ前上院副議長（人民党統一派（JDU））

及び野党を代表するジャー上院議員（国民人民党（RJD））が同ポストに立候補したが、上院議会における発声

投票により、ハリヴァンシュ上院議員が再度上院副議長に選出された。 

9月 23日：両上下院モンスーン国会は、新型コロナウイルス拡大への懸念から、早期閉会した（当初は10月1

日までの予定であった。）。 

9月 27日：ヴァジパイ内閣において外務、国防、財務各大臣を歴任したジャスワント・シン氏が、デリー準州内

病院において死去した（享年82歳。）。 

 

【BJP インド人民党 Bharatiya Janata Party】 

9月 25日：ナッダ総裁は、党内人事再編成を実施し、バスンダラ・ラジェ元ラジャスタン州首相、ラマン・シン

元チャッティースガル州首相、ラグバル・ダース元ジャールカンド州首相を副総裁に任命した。BJPは、60％が

変更されるとともに、女性及びその他後進階級（OBC）出身者の任用が増加したと発表。なお、ウマ・バールテ

ィ副総裁及びラム・マダヴ幹事長、R・ムラリダール幹事長、プーナム・マハジャンBJYM代表などが免職とな

った。また、BJパンダ副総裁、ブペンドラ・ヤーダブ幹事長は留任となっている。 

 

【コングレス インド国民会議 Indian National Congress】 

9月 11日：ソニア・ガンディー暫定総裁は、全インド・コングレス委員会（AICC）及びCWC（コングレス党

の最高意思決定機関）のメンバーを含む党内人事の再編を実施した。8月下旬に党内改革を求める書簡をソニア

暫定総裁へ送った党員23名のうち複数名がソニア暫定総裁の組織運営を補助する党内委員会委員に任命される

とともに、党内選挙の運営委員会が設置された。 

 

【ジャンム・カシミール（JK）準州】 

9月 16日：JK人民民主党（PDP）青年部は、2019年 8月の印憲法370条無効化以降初めて会合を開催し、中

央政府は中印国境沿いの問題に関して中国と対話する一方、カシミールの国民とは対話を実施していないとして

批判するとともに、同無効化時から拘留状態にあるムフティPDP党首の解放を求める声明を発表した。 

 

2 経済 

【インド経済（第1次補正予算案の概要）】 

シタラマン財務大臣は9月14日、経済対策パッケージの実施のための第1次補正予算案を国会に提出し、18日

に下院を通過したところ、概要は以下の通り。 

ポイント 

1 本補正予算案における歳出規模は、2.36兆ルピー（うち純支出は1.67兆ルピー）。これは当初予算（30.42兆

ルピー）の約8％に相当する金額。 

4. インドニュース(2020年 9月) 

News from India 
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3 外交 

（印露関係） 

9月 9－10日：ジャイシャンカル外相は、上海協力機構（SCO）外相会合出席のためロシアを訪問した。 

9月 18日：インド外務省は、モディ首相がプーチン大統領と電話会談を実施した旨発表した。 

 

（印中関係） 

9月 10日：ジャイシャンカル外相は、モスクワにおいて、王毅国務委員兼外交部長と会談を実施した。 

 

（印・スリランカ関係） 

9月 17日：インド外務省は、モディ首相がゴタバヤ・ラージャパクサ大統領及びマヒンダ・ラージャパクサ首相

のそれぞれと電話会談を実施した旨報じた。 

 

（印・ブータン関係） 

9月 17日：インド外務省は、モディ首相がジグミ・ケサル・ナムギャル・ワンチュク国王陛下と電話会談を実施

した旨発表した。 

 

（印・イスラエル関係） 

9月 5日：インド外務省は、モディ首相がネタニヤフ・イスラエル首相と電話会談を実施した旨発表した。 

 

（印・デンマーク関係） 

9月 28日：インド外務省は、モディ首相がフレデリクセン首相とテレビ首脳会談を実施した旨発表した。 

 

（印ASEAN関係） 

9月 12日：印ASEAN外相会合が開催され、ジャイシャンカル外相は、ドーン・ポラマットウィナイ・タイ王

国外務大臣と共に共同議長を務めた。 

 

（印中露関係） 

9月 10日：ジャイシャンカル外相は、モスクワにおいて、ラヴロフ外相及び王毅国務委員兼外交部長と会談した。 

 

（BRICS関係） 

9月 4日：BRICS外務/国際関係大臣によるビデオ会談が実施され、インドからはジャイシャンカル外相が参加

した。 

 

（IBSA インド・ブラジル・南アフリカ政策対話グループ） 

9月 16日：ジャイシャンカル外相は、第10回 IBSA外相会合の議長を務めた。 

  

2 注目に値する施策等は以下の通り。 

・州政府への財政支援 4,660億ルピー 

・全国農村雇用保障スキーム（MGNREGS）向け予算増額 4,000億ルピー 

・女性及び貧困高齢者に対する現金給付 3,377億ルピー 

・国営銀行への資金注入 2,000憶ルピー 

・国家食糧安全保障法に基づく食糧補助金の増額 1,000億ルピー 

・新型コロナウイルスの拡大防止と医療機器の確保のための追加支出 799億ルピー 

・従業員向け被用者退職積立基金（EPF）の政府支払代行の延長 486億ルピー 

・MSME支援のための信用保証会社への出資 400億ルピー 
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4 日印関係 

9月 10日：安倍総理（当時）は、モディ首相と電話会談を実施した。 

9月 25日：菅総理は、モディ首相と電話会談を実施した。 

 

 

今月の注目点①：日印首脳電話会談 

9月10日、午後2時40分頃から約30分間、安倍晋三内閣総理大臣（当時）は、ナレンドラ・モディ・インド

首相（H.E. Mr. Narendra Modi, Prime Minister of India）と電話会談を行ったところ、概要は以下のとおり

です 

1．冒頭、安倍総理から、内閣総理大臣の職を辞することとなったことを説明し、これまでの友情と信頼関係に

謝意を表しました。また、年次相互訪問における様々な思い出についても言及しました。これを受け、モディ

首相からは安倍総理をねぎらい、二人で共に過ごした時間を回顧する発言がありました。 

  

2．ここ数年の日印関係の飛躍的な強化につき、安倍総理からは、両首脳が「自由で開かれたインド太平洋」の

ビジョンを実施に移し、日印間の「特別戦略的グローバル・パートナーシップ」を更なる高みに引き上げるこ

とができたと述べました。この中で、両首脳は、昨9月9日に日・インド物品役務相互提供協定（日印ACSA）

が署名に至ったことを歓迎しました。本協定により、自衛隊とインド軍との間で物品・役務の相互の提供を円

滑に行うことが可能となり、現場での両者の緊密な連携が促進され、日印両国が国際社会の平和及び安全に一

層積極的に寄与することが期待されます。 

 

3．モディ首相からは、安倍総理が日印関係発展に対して発揮したリーダーシップへの感謝が繰り返し述べられ

ました。 

 

4．両首脳は、日印関係を重視する基本政策が不変であり、引き続き、日印両国が、安全保障、経済、さらに高

速鉄道事業をはじめとする経済協力を着実に進め、緊密に連携していくことを確認しました。 

 

今月の注目点②：日印首脳電話会談 

9月25日、午後4時30分頃から約25分間、菅義偉内閣総理大臣は、ナレンドラ・モディ・インド首相（H.E. Mr. 

Narendra Modi, Prime Minister of India）と電話会談を行ったところ、概要は以下のとおりです 

 

1．菅総理大臣から、内閣総理大臣就任の挨拶を述べるとともに、モディ首相からの祝辞メッセージに謝意を表

し、モディ首相と安倍前総理大臣の信頼関係の下で飛躍的に日印関係を強化させてきたことに言及しました。

両首脳は、引き続き、「日印特別戦略的グローバル・パートナーシップ」を更なる高みに引き上げていくことで

一致しました。 

  

2．菅総理大臣からは、安全保障、経済、経済協力といった二国間協力に加え、「自由で開かれたインド太平洋」

の実現に向けて両国で役割を果たしていきたい旨述べ、日米豪印をはじめとするマルチの枠組みや国連等での

協力、また、拉致問題を含む北朝鮮への対応についても協力を進めたい旨述べました。モディ首相からは、日

印両国の連携を緊密化させていきたい旨の発言があり、両首脳は、高速鉄道事業を着実に前進させていくこと

を確認するとともに、特定技能制度に関する協力覚書が近く署名予定であることを歓迎し、2022年の日印国交

樹立70周年も念頭に、人的交流を促進していくことを確認しました。 

 

3．両首脳は、新型コロナウィルス感染症が落ち着き次第、首脳の年次相互訪問を再開することで一致しました。 
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◇ 最近のイベント ◇ 

◆ 9月15日開催「India & Japan: Future Forum（#日本インド未来会議）」  

主催：ムーンリンク株式会社、共催：小学館で開催されたオンラインフォーラム。日印協会も後援いたしまし

た。3つのセッションに分かれており、セッション1では池上彰氏が、駐日イン

ド大使S.K.ヴァルマ氏と対談し、「なぜ今、世界で活躍するリーダーにインド系

が多いのか」「今の日本とインドとの関係」「カースト制度への誤解」「ニューノー

マル時代の捉え方」など、池上氏の質問に対しヴァルマ大使が考えを述べられた。

セッション2は「東大・東京工業大学にインドから留学中の学生と池上彰氏との

ディスカッション」、最後は、日印ビジネスに関わるリーダーとインド首席公使に

よるパネルディスカション、「日印の共創ビジネスがもたらすグローバルインパクト」と内容は盛りだくさんでし

た。見逃した方々は下記サイトから登録すると期間限定でアーカイブ動画をご覧になることができます。

https://www.indiajapanfuture.com/ 

 

◆ 9月20日、カダムジャパンの「アムルート・マンタン」を鑑賞しました。 

会場は、池袋にある国の重要文化財の明日館講堂。教会のような厳かな雰囲気の中、入場時の検温、連絡先提

出、マスク着用、ソーシャルディスタンスを保った席に加えて、窓を開けての上演でコロナ対策が徹底されてい

ました。開催にあたり、主催者側は準備に大変なご苦労をさ

れたとお察しいたします。 

最近はネット動画でしか楽しむことが出来なかったインド

古典舞踊を、生ステージで見て心が熱くなりました。ご存知

のように北インドの古典舞踊「カタック」はスカートをひら

ひらさせながら、回転するダンス。この私でさえ、そのダン

スと衣装の美しさに「インド舞踊、踊ってみたい」なんて一

瞬思ってしまうようなステージでした。きっと幼い女子が見れば、生のステージには「習いたい」と人生が変わ

るほどの影響力があるでしょう。早くインドフェスなども再開して気軽にインド舞踊を楽しめる世の中になって

ほしいものです。 

◇ 今後のイベント ◇ 

 世界へ羽ばたいた和製マジョリカタイル「金型の精緻・精巧美の世界」＠多治見市 

マジョリカタイルとは、多彩な色を用いて、凹凸のレリーフを施した装飾タイルの通称。大正から昭和にかけ

て日本で生産され海外に輸出された。インド人商人からの依頼を受けて製作された、ヒ

ンドゥー教の神々をモチーフとするタイルの金型は、これまで確認され得なかった極め

て稀少な現存品であり、またそれ自身、精緻な工芸品です。 広正製陶創業者・半谷音

吉氏の次男であり、工場長であった故・半谷孝氏が長年に渡って守ってきたマジョリカ

タイルの真鍮金型 63点が、多治見市モザイクタイルミュージアムに寄託されることと

なり、記念企画展が開催されています。https://www.mosaictile-museum.jp/ 

 

会期 2020年 9月19日（土）～2021年 1月 11日（月・祝）（予定） 

会場 多治見市モザイクタイルミュージアム３階ギャラリー 

岐阜県多治見市笠原町2082-5 電話0572-43-5101  

休館日 月曜日（祝休日の場合は翌平日） 

観覧料 一般310円、団体250円（20名様以上）、高校生以下無料（常設展観覧料でご覧いただけます） 

土日祝日は事前予約制です。ホームページなどで確認の上お出かけください。 

5. イベント紹介 
Japan-India Events 

https://www.indiajapanfuture.com/
https://www.mosaictile-museum.jp/
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§日印協会発行『現代インド・フォーラム』2020年秋季号 No.47  

日印協会会員に10月 1日にPDFをメール配信致しました。協会HPにも10月 5日に掲載済ですので、次の

URLよりご覧いただけます。

https://www.japan-india.com/forum/05c59c2f4724d7586ae9658

87ba74c07a69632f5 

今号では、「ポスト・コロナとインド」を特集し、下記3論文

を掲載しております。 

1. 新たな試練に直面したインド経済：新型コロナウィルス禍と

印中国境紛争 

The Indian Economy Faced with the New Trials 

―COVID-19 and the India-China Border Crash― 

小島 眞 (拓殖大学名誉教授) 

 

2. コロナ時代における日印両国の外交と日印関係 

External Relations of India and Japan in the Era of Covid-19 

ニディ・プラサード (青山学院大学博士課程在学) 

 

3. インドが見るポスト・コロナの世界：『The India Way』を

手がかりに 

India’s View on the Post-Corona World:A Reading of S. 

Jaishankar’s “The India Way” 

溜 和敏 (中京大学総合政策学部准教授) 

 

本誌に関してご意見・ご感想等ございましたら、日印協会まで

ご連絡ください。 

 

§『インド式 壁の乗りこえ方』 

著者：栃久保 奈  々  出版社：自由国民社 

価格：本体1,300円＋税  ISBN 978-4-426-12569-1 

あなたがイライラまたは、クヨクヨしたりして、そんな自分に疲れていなけれ

ば、この本はあなたに必要ありません。 

インドでヨガを学んだヨガインストラクターの著者が、インドでの修行や生活

の中で、インド人の生き方や考え方、その元になっているヨガで、あなたの心を

軽くなるお手伝いしてくれる本です。 

私が一番参考になったのは、第5章「今からできる！インド式ヨガメソッド14」

の中の「モンキーマインド解消瞑想で疲労しない脳をつくる」です。サルが頭の

中でキャッキャ騒いでいる様に色々な思考に支配されている状態は、脳を疲れさ

せる原因だとか。ヨガポーズと共に呼吸に意識を預け、吐く呼吸の時に、心の動

きや気になってしまった事を浮上させるだけ。「何でこんなに気になっていたのだ

ろう」「これは今でなくても、後で考えればいい」となり、私はサルを頭から追い

出すことに成功しました。 

著者が出会ったインド人の習慣や思考、ヨガの歴史、インドのことわざなども

紹介されています。  （日印協会 山本真里枝） 

6. 新刊書紹介 
Books Review 

https://www.japan-india.com/forum/05c59c2f4724d7586ae965887ba74c07a69632f5
https://www.japan-india.com/forum/05c59c2f4724d7586ae965887ba74c07a69632f5


 

16 
月刊インド 2020 年 10 月号 

§『ビリオネア・インド』 

著者：ジェイムズ・クラブツリー James Crabtree  

訳者：笠井亮平  出版社：白水社 

価格：本体3,200円＋税  ISBN 978-4-560-09782-3 

ムンバイ南部にある、ひときわ異彩を放つ高層住宅をご存じだろうか。

「アンティリア」の名で知られ、民間の個人宅としては評価額で世界一と

も言われる建物だ。主はムケーシュ・アンバニ。言わずと知れたインドの

財閥、リライアンス・インダストリーズの会長にして、世界第9位の大富

豪だ。商都にそびえ立つ空中邸宅を彼はなぜ建てたのか。それを可能なら

しめた富をいかにして築き上げたのか——本書は現代インドの発展を象徴

する彼の物語で幕を開ける。 

アンバニ以外にも、アダニ・グループを率いるゴータム・アダニや経営

破綻してしまったがキングフィッシャーの事業を手がけていたヴィジェイ・

マリヤなど、名だたる大物経営者や億万長者が本書では次々に登場する。

彼らのライフストーリーやビジネス手法を通じて、日本の感覚では規格外

と映るインドにおける超富裕層の生態が臨場感たっぷりに描かれている。

同時に、インドの深刻な宿痾である腐敗、とりわけ政官財の癒着の問題に

も紙幅を割いて斬り込んでいる。2013年に発覚したクリケットの八百長事件やメディアをめぐる攻防など、本書

の守備範囲は広い。 

著者のジェイムズ・クラブツリー氏は、英紙『フィナンシャル・タイムズ』のムンバイ支局長を2011年から5

年にわたり務めたジャーナリストだ。The Billionaire Rajという原題には、英国統治時代を表す「ブリティッシ

ュ・ラージ」、強力な許認可権による政府の支配を意味する「ライセンス・ラージ」の時代につづき、いまではビ

リオネア（億万長者）の存在感が急速に高まっているとの彼の見方が込められている。経済やビジネスはもちろ

ん、現代インドの実相を多面的に知りたい読者にとって、絶好の一冊である。    

（岐阜女子大学南アジア研究センター 笠井亮平 個人会員） 
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〈次回の『月刊インド』の発送日〉 次回 11月号の発送は、2020年 11月 20日(金)を予定しております。 

会員は発刊日にお手伝いをしていただければ、月刊インドにチラシを無料で封入することが出来ます。チラシの

封入をお考えの方は、日程をご確認のうえ事務局までご連絡下さい。チラシを封入する際には、当該催事の協会

会員に対する割引等特典の配慮をお願いしております。チラシ印刷の前にご一考下さい。また、インド関連イベ

ントの後援も行っております。 

＜編集後記＞  

四季を思うゆとりもなく過ごす昨今ですが、会員の皆様にはいかがお過ごしでしょうか。 

インドの新型コロナ感染者数は 700万人を超え、アメリカに追いつく勢いです。他方陽性率および日々感染者

数は鈍化してきています。一刻も早く収まることを祈ります。 

今月の表紙は、10月 6日に開催された日米豪印4か国外相会談の様子で、菅新総理が就任後初めて外国要人と

会い、しかも新型コロナ禍では初めての訪問客会談となるなど、大変意義のあるイベントとなりました。安倍前

総理がアフリカ開発会議で提唱した「自由で開かれたインド太平洋構想(FOIP）」は、いまやEUにも歓迎され始

めています。 

昨年から何回かに分けて連載した、インドとの友好親善促進の団体紹介は、今月ディスカバーインディアクラ

ブの紹介を以って完結といたします。各地域においても益々この手の活動が盛んになることを願うものです。 

（編集人 日印協会事務局長 西本達生） 

 

＜お断り＞ 9月号の記事で、インド国歌・・・に関して、“Jaya”ではなく“Jana”とのご指摘がありまし

た。インド関係者などに確認致しましたところ、いずれも間違いではないが、学校教育など多数の場合、“Jana”

が用いられているようでした。 
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入会随時受付中  

日印協会は、1903年、長岡護美、大隈重信、澁澤榮一の3名が中心となって創設されました。以来、

日印の相互理解の促進を目的として、両国の友好親善に関する事業を行ってきました。 

現在の協会の活動は、当協会の活動に賛同下さる会員の皆様からの会費によって支えられております。

今後もより良い活動を続けるために、当協会の活動にご賛同いただける法人･個人のご入会を歓迎致します。 

インドに関心をお持ちのお知り合いの方がいらっしゃいましたら、是非日印協会をアピールして下さい。

ご希望により、当協会の活動に関する諸資料をお送りいたします。日印協会の活動に賛同して頂ける多く

の法人会員･個人会員のご入会をお待ちしております。 

☆年会費: 個人           １口(8,000円)から ☆入会金 個人 2,000円 

学生           １口(4,000円)から 学生 1,000円 

一般法人会員   １口(100,000円)から 法人 5,000円 

特別法人会員   １口(150,000円)から     (一般法人、特別法人会員共に)  

 

 

 


